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   More than a hundred cases of renal angioma have been reported in Europe and America 
since 1867 when Virchow reported the first case based on his autopsy study. In our country,  sa 
far 18 cases have been listed in the literatures following the first report of autopsy case made 
by Fukuda in 1911 (Table 1). 
   The rare incidence of this disease usually make an accurate pre-operative diagnosis to  be 
difficult. This report deals with a case of gross hematuria, of which origin was presumed to be 
a minor lesion such as renal angioma pre-operatively. A 26 years old male visited our out-patient 
clinic with a chief complaint of urinary retention due to blood clot. Excretory pyelography 
disclosed a moth-eaten figure of the left lower calyx. The extirpated kidney showed a cork-
screw-like arterial proliferation, which is called as plexiform angioma, in the pelvis and sub-
mucous layer of the left lower calyx. Brief discussions were made on the renal angioma based 
on the review of the literatures.
腎血管 腫は,1867年Virchowによる剖検例
の報告 以来,欧 米 では百数 例を数 えてい る.本
邦で も1911年福 田5)による 剖検例 を 最初 とし
て,現 在 までに表 に示 す ごとく18例を数 えてい
る(表1),こ の疾患は 稀 なものであ り,術 前
に診断 を下 す ことは必 ず しも容易 ではない,わ
れ われ は,諸 検査 か ら小病巣,お そ らくは血管
腫 の ごときものよ りの出血 を考 え,術 後,捌 出
腎 の精査 によ り血管腫 を実証 した症例 を経験 し
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表1本 邦 報 告 例
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1.3,モィ レソ グ ラハ ト6,ク ソ ケル6,チ モ ール
1,蛋 白分 画Al39.50,α16.76,α214.60,β13.00,
γ26.20,Na13.4,K4.3,C1100,CO226.3,BUN18,
血 沈1時 間43mm,2時 間75mm,ワiVセ ル マ ソ反
応陰 性.
尿:鮮 紅色,赤 血 球(柵),白 血球 数 視 野 に1ケ,
桿 菌(+),結 核 菌(一)(培 養 の 結 果).
胸 部x-p:異 常 な し.
腎膀胱単純x-p=異常なし.
静脈性腎孟撮影:右 腎 正常なるも,左 腎造影 され
ず.
入院後も強い血尿が続き,5月24日初めて膀胱鏡検







































分 類:腎 血管腫 の定義 は必ず しも一定せず,,
血管 拡張 や静脈瘤 もこの中 に加 えている人 もあ
る3}.腎に発生す る血管系の腫瘍 は,White21)
に よると表 の ように 分類 されている(表2).
われ われ の症例はplexiformhemangiomaに
入 るもの と考 えられ る.
発生頻度:黒 田8}の統計 による と5,249剖検例
中3例,す なわち,0.006%であった とい うほ
ど稀な もの と信 じられてい るが,実 際には,か
な り多い もの と考え られてい る.わ れわれ の調






















起 り物理化学的に管壁が拡張 して血管腫 となる










穿入 し,成 長するにつれて,そ の組織を圧排
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すのが特徴である.管腔は大小不同の円形また





























院,腎孟 レ線像で 左下腎杯に 虫食い 様像があ
り,別出腎の動脈撮影で腎孟,お よび下腎杯粘
膜下に動脈の蛇行 と増成が認められた腎血管腫
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図4別 出腎割面:下 腎孟 ・杯粘膜下に蛇行せ る
血管がバリウム注入により白く浮き出して見え
る.(矢印)
蹴
図6組 織標本(2):斑点状の出血のあった部位
に間質性の炎症橡と赤血球の充満する尿細管が
見られる.
